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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月30日(2017.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　研磨パッド上に研磨液を供給しながら、基板を該研磨パッドの研磨面に押し付けて、該
基板を研磨し、
　研磨後の前記基板をその中心軸線まわりに回転させ、
　前記基板の表面への軟Ｘ線の照射を開始し、
　前記軟Ｘ線の照射開始と同時またはその後、前記基板の表面への純水の供給を開始し、
　前記基板の表面への純水の供給を停止し、
　その後、前記基板の表面への軟Ｘ線の照射を停止することを特徴とする基板処理方法。
【請求項２】
　前記基板の回転方向において前記純水が供給される領域の下流側から、軟Ｘ線を前記基
板の表面に照射することを特徴とする請求項１に記載の基板処理方法。
【請求項３】
　前記基板の表面への純水の供給を停止した後、前記基板の表面上に純水の膜が存在しな
いことが液膜センサによって検出されたときに、前記基板の表面への軟Ｘ線の照射を停止
することを特徴とする請求項１または２に記載の基板処理方法。
【請求項４】
　前記基板の表面への純水の供給を停止した時点から所定の時間が経過したときに、前記
基板の表面への軟Ｘ線の照射を停止することを特徴とする請求項１または２に記載の基板
処理方法。
【請求項５】
　前記基板の表面には、少なくとも絶縁膜を含む構造体が形成されていることを特徴とす
る請求項１乃至４のいずれか一項に記載の基板処理方法。
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【請求項６】
　前記純水は、比抵抗値が１５ＭΩ・ｃｍ以上の超純水であることを特徴とする請求項１
乃至５のいずれか一項に記載の基板処理方法。
【請求項７】
　前記基板の表面に純水を供給する前に、前記基板の表面に洗浄液を供給して前記基板を
洗浄することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載の基板処理方法。
【請求項８】
　研磨パッド上に研磨液を供給しながら、基板を該研磨パッドの研磨面に押し付けて、該
基板を研磨し、
　研磨後の前記基板をその中心軸線まわりに回転させ、
　前記基板の表面に軟Ｘ線を照射しながら、前記基板の表面に純水を供給し、
　前記基板の表面への純水の供給を停止し、
　前記基板の表面への軟Ｘ線の照射を停止することを特徴とする基板処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上述した目的を達成するために、一態様は、研磨パッド上に研磨液を供給しながら、基
板を該研磨パッドの研磨面に押し付けて、該基板を研磨し、研磨後の前記基板をその中心
軸線まわりに回転させ、前記基板の表面への軟Ｘ線の照射を開始し、前記軟Ｘ線の照射開
始と同時またはその後、前記基板の表面への純水の供給を開始し、前記基板の表面への純
水の供給を停止し、その後、前記基板の表面への軟Ｘ線の照射を停止することを特徴とす
る基板処理方法である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　他の態様は、研磨パッド上に研磨液を供給しながら、基板を該研磨パッドの研磨面に押
し付けて、該基板を研磨し、研磨後の前記基板をその中心軸線まわりに回転させ、前記基
板の表面に軟Ｘ線を照射しながら、前記基板の表面に純水を供給し、前記基板の表面への
純水の供給を停止し、前記基板の表面への軟Ｘ線の照射を停止することを特徴とする基板
処理方法である。
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